
  

 

                             
 

   

                                

       
             

6
月
6
日
、
山
口
第
2
町
内
会

で
土
砂
災
害
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
時
避
難
所

で
あ
る
第
2
町
内
会
集
会
所
に
は
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
100
名
近

く
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

避
難
訓
練
終
了
後
、
『
災
害
へ
の

備
え
・
自
助
・
互
助
に
よ
る
災
害
対

策
』
に
つ
い
て
、
市
防
災
対
策
課
に

よ
る
防
災
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

 

ま
た
、
市
内
全
域
か
ら
結
集
し
た

110
名
の
消
防
団
員
が
木
曽
官
財
市

売
土
場
で
土
の
う
を
使
っ
た
水
防

工
法
訓
練
を
行
い
、
技
術
向
上
を
図

り
ま
し
た
。 

こ
の
訓
練
で
は
、
山
口
公
民
館
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
情
報
伝

達
訓
練
を
行
い
、
両
訓
練
会
場
を
、

市
長
、
警
察
署
長
、
消
防
長
ら
が
巡

視
し
ま
し
た
。 
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土土
砂砂
災災
害害
避避
難難
訓訓
練練
・・  

水水
防防
訓訓
練練
をを
実実
施施  

大勢の人が避難所に集まりました 

↓土のうを作り、積み込む消防団員（水防工法訓練）↑ 

防災講座に熱心に耳を傾ける参加者 



  

 

大大
きき
なな
クク
レレ
ーー
ンン
がが
きき
たた
よよ  

 
現
在
工
事
中
の
ふ
る
さ
と
椿
街

道
（
基
幹
農
道
山
口
三
期
地
区
）
の

新
梨
川
に
架
か
る
南
野
橋
の
架
設

作
業
が
大
型
ク
レ
ー
ン
を
使
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

5
月
28
日
早
朝
か
ら
、
23
メ
ー

ト
ル
の
橋
桁
を
積
ん
だ
ト
レ
ー
ラ

ー
10
台
が
待
機
し
、
手
際
よ
く
作
業

が
進
み
ま
し
た
。 

 

橋
桁
一
本
の
重
さ
は
23
ト
ン
、
大

型
（
二
百
二
十
ト
ン
）
ク
レ
ー
ン
も

道
幅
を
超
え
て
踏
ん
張
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

当
日
は
こ
の
作
業
の
模
様
を
地

域
の
皆
さ
ん
に
も
見
学
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
を
利
用
し
た

橋
の
構
造
説
明
な
ど
も
あ
り
、
短
い

時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
橋
梁
工

事
の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

け
た
か
と
思
い
ま
す
。 

            

                                                  

藤藤
村村
記記
念念
館館
新新
第第
２２
文文
庫庫
完完
成成  

入入
館館
者者
数数
のの
増増
加加
にに
期期
待待  

  
(

財)

藤
村
記
念
郷
の
運
営
す
る

藤
村
記
念
館
第
2
文
庫
の
改
築
工

事
竣
工
を
祝
い
、
6
月
12
日
、
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

式
典
に
は
国
会
議
員
、
市
・
地
元

関
係
者
、
賛
助
会
員
ら
約
100
名
が
招

か
れ
、
新
第
2
文
庫
が
公
開
さ
れ
ま

し
た
。 

同
文
庫
は
旧
第
2
文
庫
を
取
り

壊
し
た
場
所
に
、
木
造
一
部
2
階
建

で
建
設
。
展
示
室
に
は
「
夜
明
け
前
」

の
原
稿
な
ど
貴
重
な
資
料
が
展
示

さ
れ
、
北
向
き
の
大
窓
か
ら
は
永
昌

寺
や
自
然
の
景
観
が
眺
め
ら
れ
る

造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

昭
和
22
年
、
地
元
民
の
勤
労
奉
仕

に
よ
っ
て
藤
村
記
念
堂
が
建
て
ら

れ
、
以
後
馬
籠
の
中
心
的
役
割
を
果

た
し
て
き
て
い
る
藤
村
記
念
館
も

「
平
成
」
の
時
代
に
入
っ
て
か
ら
入

館
者
数
が
年
々
減
少
し
て
お
り
、
依

然
と
し
て
そ
の
傾
向
は
続
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
こ
の
完
成
が
入
館
者

数
増
加
の
起
爆
剤
に
な
れ
ば
、
と
関

係
者
は
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

                                                  

大迫力の架設工事！離れた場所からでも圧倒されました 

ヤマリンも見学に訪れました 
※第 30 回全国豊かな海づくり大会の

テーマキャラクター 

現場での説明会 工事費の話が一番盛り上がりました 

大勢でテープカット 完成を祝いました 内覧も同時に行われました 



  

 

元元
気気
にに
おお
はは
よよ
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

やや
ささ
かか
統統
一一
ああ
いい
ささ
つつ
運運
動動  

 

6
月
1
日
、
や
さ
か
統
一
あ
い

さ
つ
運
動
に
歩
調
を
合
わ
せ
、
山
口

小
学
校
の
登
校
口
で
あ
い
さ
つ
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

校
門
下
の
横
断
歩
道
に
は
、
学
校

関
係
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
、
青
少
年
健

全
育
成
関
係
者
ら
が
、
お
揃
い
の
タ

ス
キ
と
帽
子
に
『
の
ぼ
り
』
を
携
え

て
、
子
ど
も
た
ち
の
登
校
を
待
ち
受

け
ま
し
た
。 

 

集
団
で
登
校
し
て
く
る
子
ど
も

た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
大
人
た
ち
の

あ
い
さ
つ
に
少
し
照
れ
く
さ
そ
う

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
一
人
ひ
と
り

が
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元

気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
校
門
に
向

け
て
階
段
を
上
っ
て
い
き
ま
し
た
。

校
庭
上
の
駐
車
場
入
り
口
で
も
、
明

る
い
あ
い
さ
つ
が
交
わ
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
大
人
と

言
葉
を
交
わ
せ
る
こ
と
は
大
切
な

こ
と
で
す
。
大
人
の
側
か
ら
も
あ
い

さ
つ
を
し
て
、
明
る
く
元
気
な
地
域

の
子
ど
も
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

                            

地地
域域
のの
力力
でで  

  

きき
れれ
いい
なな
公公
園園
・・
学学
校校
にに  
 

6
月
13
日
、
山
口
と
馬
籠
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会

で
環
境
整
備
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

山
口
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会

で
は
、
関
西
電
力
労
働
組
合
、
中
津

川
市
職
員
組
合
、
中
津
川
市
関
係
者

と
と
も
に
『
賤
母
の
森
』
（
道
の
駅

賤
母
の
木
曽
川
側
）
の
草
刈
作
業
と
、

国
道
19
号
線
の
美
化
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。 

           

馬
籠
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会

で
は
、
馬
籠
ふ
る
さ
と
学
校
と
旧
み

さ
か
幼
稚
園
の
環
境
整
備
活
動
を

行
い
ま
し
た
。 

 

い
ず
れ
も
市
内
一
斉
清
掃
と
同

日
の
作
業
で
し
た
が
、
美
し
い
地

域
・
他
に
誇
れ
る
地
域
を
目
指
し
、

大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

         

将将
来来
設設
計計
はは
おお
済済
みみ
でで
すす
かか
？？  

『『
山山
口口
地地
区区
ＵＵ
ＩＩ
タタ
ーー
ンン
住住
宅宅
』』  

 

平
成
23
年
4
月
か
ら
入
居
開
始

予
定
の
山
口
地
区
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
住

宅
の
完
成
予
想
図
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。 

幼
稚
園
・
小
学
校
ま
で
徒
歩
10
分
、

病
院
に
も
近
く
便
利
な
立
地
、
ま
た

太
陽
光
発
電
と
オ
ー
ル
電
化
で
光

熱
費
も
グ
ー
ン
と
お
得
で
す
。 

 

入
居
者
の
募
集
は
平
成
22
年
11

月
の
予
定
で
す
。 

                   

完成予想図 

大勢の大人が見守る中、あいさつしながら登校しました 

賤母の森 大勢の人が集まりました 

ふるさと学校もきれいになりました 



  

 

腎腎
臓臓
をを
守守
るる
講講
演演
会会
のの  

開開
催催
にに
つつ
いい
てて 

 

人
工
透
析
を
受
け
る
患
者
さ
ん

が
急
増
し
て
い
ま
す
。 

中
津
川
市
は
、
全
国
的
に
見
て
も
、

ま
た
岐
阜
県
内
で
も
他
市
町
村
に

比
べ
増
加
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。 

 
 
 

  

新
た
な
国
民
病
『
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性

腎
臓
病
）
』
に
つ
い
て
原
因
や
日
常

生
活
で
気
を
つ
け
る
こ
と
な
ど
、
腎

臓
専
門
医
が
わ
か
り
や
す
く
お
話

し
し
て
く
だ
さ
る
、
『
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢

性
腎
臓
病
）
の
予
防
講
演
会
』
を
左

記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

 

日 

時 

7
月
22
日(

木) 

 
 
 

14
時
00
分
～
16
時
00
分 

場 

所 

中
津
川
健
康
福
祉
会
館 

講 

師 

安
田 

宜
成 

医
師 

  

お
問
い
合
わ
せ
先 

 

中
津
川
市
健
康
医
療
課 

 

☎
〇
五
七
三
‐
六
六
‐
一
一
一
一 

 

 

第第
2222
回回
参参
議議
院院
議議
員員  

通通
常常
選選
挙挙
のの
おお
知知
らら
せせ 

 

☜
投
票
日
及
び
投
票
時
間 

 

平
成
22
年
7
月
11
日(

日) 

 

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で 

☜
投
票
所 

 

中
津
川
市
山
口
に
お
住
ま
い
の
方 

 

 
 

 

…
山
口
公
民
館 

中
津
川
市
馬
籠
に
お
住
ま
い
の
方 

 

 
 

 

…
旧
神
坂
小
学
校
職
員
室 

☜
期
日
前
投
票 

 

・
選
挙
当
日
、
都
合
で
投
票
が
で

き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。 

 

・
期
日
前
投
票
は
、
市
内
ど
こ
の

投
票
所(

下
表
参
照)

で
も
で

き
ま
す
が
、
投
票
で
き
る
期
間

や
時
間
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り

ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 
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中津川市の新規人工透析者の推移

腎炎ほか 糖尿病性

期日前投票所 期間 時間 

各地域総合事務所 
7月 5日(月)～ 

  7 月 10日(土) 

午前 8時 30分～ 

午後 8時 00分 

中津川市役所 
6月 25日(金)～ 

  7 月 10日(土) 

午前 8時 30分～ 

午後 8時 00分 

各地域コミュニティセンター 
7月 7日(水)～ 

  7 月 9日(金) 

午前 8時 30分～ 

午後 5時 15分 

急増 


